
様式１－４

通 学 方 法 等 調 査 票
記入例

出身中学校 ○○○ 立 ○○○ 中学校 分校 ※

フリガナ ミヨシ タロウ 入学を希望する ○○○

生徒氏名 三 好 太 郎 高 等 学 校 高等学校

現 住 所
〒 ○○○－○○○○

○○県・・・・・・・・・・・・・・・・○番地○

自宅から高校までの通学方法等

通学方法の別 区 間 所要時間 距離 ※

１ 自転車 自宅 から ○○駅 まで 時間 １０ 分 １ ・５ km

２ バス （停留所）から（停留所） まで 時間 ２０ 分 １０・０ km

３ ＪＲ △△駅 から □□駅 まで １時間 ３０ 分 ・ km

４ 徒歩 □□駅 から ○○高校 まで 時間 ３ 分 ０・５ km

５ から まで 時間 分 ・ km

６ から まで 時間 分 ・ km

７ から まで 時間 分 ・ km

８ から まで 時間 分 ・ km

通学時刻
（登校）： 自宅出発 ５時３０分ころ → 学校到着 ８時１０分ころ

（下校）： 学校出発１８時００分ころ → 自宅帰着２０時３０分ころ

参考事項

※ 通学時間 時間 分

※ 通学距離（一般道） km

記入上の注意

１「通学方法の別」欄は，自宅出発から学校到着までの間の通学方法について，徒歩，自

転車，バス，ＪＲ，自動車（家族の送迎）等を順に記入する。

２「区間」欄は，JR駅名，バス停留所名等を記入する。

３「所要時間」欄は，平均的な所要時間を記入する。

４「距離」欄は，ＪＲ及びバスを利用する区間については記入しない。

５「通学時刻」欄は，入学後の部活動実施時間を含めた平均的な通学時刻を記入する。

６「参考事項」欄は，部活動への参加やその他寄宿通学を必要する特別な事情がある場合

は詳しく記入する。あわせて、公共交通機関等の始発を利用しても始業時間に間に合わ

ない場合は、「自宅からの通学は困難」と記入する。

７ ※印欄は，記入しないこと。


